
平成２２年７月３０日 

 

Ｈ２２年度  会誌編集委員会 活動計画書（案） 

 

委員会名 会誌編集委員会 

委員の構成 委員長：岡田 義治 

委員：大川 陸（東京建築士会）、井出 建（学識経験者）、斉藤 博（東京建築士会）、吉田英樹

（愛知建築士会）、芳村隆史（大阪府建築士会）、垂水英司（兵庫県建築士会）、鈴木博之（青

山学院大学総合文化政策学部教授）、 佐藤英明（衆議院建設委員会 調査局）、北村 隆（足

利工業大学附属高等学校校長） 

活動目的 

（重点施策

との関係） 

 会誌「建築士」の定期発行 

 連合会、建築士会の情報発信、広報活動 

 特集、CPD 連載講座の企画、その他建築士のための啓蒙活動 

平
成
２
１
年
度 

活
動

報
告 

主
な
活
動

 旧情報・広報委員会（会誌「建築士」の企画・編集）及び会誌編集部会として、表紙・デザイ

ンコンテンツの見直しを図った。 

 アンケート・モニターに会誌「建築士」アンケートを実施し、会誌の読まれ方等を把握。 

成
果
物 

 会誌「建築士」を滞りなく発刊。 

 アンケート・モニターの結果分析し、会誌「建築士」及びホームページにも掲載。 

  

平
成
２
２
年
度 

活
動
計
画 

主
な
活
動 

１．現行の体裁変更の検討 

 経費軽減を考慮して、中綴じの検討 

 

２．コンテンツの検討 

 会長の考え、連合会の検討課題などタイムリーな事案が早急に発信できるように検討 

 2011 年 コミュニティアーキテクトシンポジウム（連合会ＵＩＡ関連支援事業）に対する広報、

資料等の企画、掲載。 

 全国大会（大阪大会）8 月実施への対応 

 CPD 企画としての連載講座の充実 

 地域からの情報収集、広報の活動 

 経費節減を考慮したうえでオールカラー化の実現 

 

成
果
物 

 会誌「建築士」体裁変更の実施 

 経費節減を考慮したうえでオールカラー化の実現 

 

 

 

 

 

 

 


